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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、農村が持続的で安定した生活および農村社会の維持・

再生をはかるために都市との交流を行う際、いかに「消費される」ことなく自立的でありえる

かを明らかにすることにあった。調査地のムラは、固有の歴史や文化を基盤とする生活意識の

影響を受けながら、ムラの主体性を形成・保有していた。都市の欲望を十分に意識しつつ、ム

ラのキーパーソンたちの判断で交流を続けることで「消費されない農村」が可能となっている

ことが分かった。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to highlight how people in rural society 

can be independent without consumed by urban when they exchange urban to maintain 

and revitalize their own rural society. Each fields of my fieldwork have been influenced 

with life consciousness which is based specific history and culture. And they have been 

generating and maintaining subjectivity of Mura. They are convinced with the desire for 

rural fully and continue to exchange to urban and rural, that makes the rural to be 

independent not consumed. 
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１．研究開始当初の背景 

日本の多くの農山村では、高度経済成長期

以降、ほぼ一貫して過疎化、高齢化、少子化

が進んできた。村落研究者たちは、主に家・

ムラ理論に基づき変動する農山漁村でのフ

ィールドワークを通して実証的研究を行っ

てきたが、70 年代から生じた有機農業運動や

有機農業の実践、農産物加工経営者・組織に

関する研究の中から、90 年前後には個人への

機関番号： ３５３０８ 

研究種目：基盤（Ｃ） 

研究期間：2010～2012 

課題番号：２２５３０５９４ 

研究課題名（和文） 「消費されない農村」モデル構築のための理論的・実証的研究 

                     

研究課題名（英文） The theoretical and empirical study for making models of “not 

consumed rural society” in modern Japan 

研究代表者 

  つる 理恵子 （TSURU RIEKO） 

吉備国際大学・社会科学部・准教授 

 研究者番号：20227474 

 

 



 

 

着目が主張されるようになる。「哲学百姓」

や農産加工販売組織と地域社会との関係を

研究してきた徳野貞雄、山形県高畠町で有機

農業運動の地域的展開を研究してきた青木

辰司、松村和則らに始まる。 

私もやや遅れて、90 年代半ば以降、フェミ

ニズムの視点の導入と個人への着目を合わ

せて農家女性に焦点を当て、農村における個

人・家・ムラの変動を捉えてきた。 

その後、急激に進行する食と農のグローバ

ル化とその影響下にある農山漁村の変動研

究の中から、2000 年に入ると池上甲一らが

20 世紀の生産力主義パラダイムを超える新

たなパラダイムの必要性を提唱、秋津元輝ら

が「消費される農村」をテーマに新たな理論

の提示を行った。 

また、2000 年以降、政策的次元から「限

界集落」概念がマスメディアおよび中央官庁、

地方自治体行政により突如注目を集め始め、

限界集落を施策の対象とするさまざまな政

策やそれに基づく事業が展開されていく。限

界集落維持不要論、コンパクトシティ、農山

村の集落統合や集落移転、グリーンツーリズ

ムや都市農村交流、特産品開発、地産地消の

推進、集落支援員制度など多岐にわたる。 

村落研究者の間でも、集落再生、集落崩

壊・消滅などの現状把握とそれへの政策的提

言が研究者の間で強く意識されるようにな

ってきた。 

現場の農村では、とまどいつつもおおむね

歓迎の方向で積極的、しかし中には拙速で事

業導入を図り、その結果、グリーンツーリズ

ム、都市－農村交流、農業の６次産業化や農

村起業、U・I ターン者や新規就農者の受入

れ制度など、農業・農村をめぐる新たな動き

の中で「消費される農村」を作り出している。

こうした状況に対しては、秋津元輝ら、徳野

貞雄の批判的研究もある。本研究計画は、そ

うした秋津、徳野の流れに位置づけられるこ

とを企図している。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、日本の村落研究における

家・ムラ論をふまえての新たな方法論や研究

枠組みを提示することにある。そのために、

家・ムラ論および新たな方法論に関する理論

的研究の動向をおさえると共に、都市―農村

交流（農産物の生産加工販売、農家民宿・食

堂など）を行っている複数のムラをフィール

ドに、ムラの住民、そこに関わる自治体・

NPO・コンサルタント等関連諸機関、都市住

民も調査対象に含め、インテンシブな調査を

行う。 

農村住民が持続的で安定した生活および

農村社会の維持・再生をはかる方法の１つと

して都市との交流を行う際、いかに「消費さ

れる」ことなく自立的でありえるかを明らか

にすることを通して、家・ムラ論の有効性や

限界、および新たな方法論・研究枠組みの提

示を図り、実証的にも理論的にも寄与したい。   

本研究は、実証的であると同時に理論の生

成も目指すという点において、戦前から続く

日本の村落研究の最も良質な特徴を持つ。激

動の農村社会を研究対象とするからこそ、着

実な実証研究が求められており、同時に新た

な理論も切望されている。 

そうした学問的要請に加え、現実の農山村

への政策的提言という社会的要請にも本研

究は十分に答えうるという確信を持つ。農村

社会学、地域社会学、現代社会論などの領域

における基礎的研究の進展に寄与すると共

に、日本の農山村の今後を考えるための応用

社会学的意味を持つと言えよう。 

 

３．研究の方法 

関連文献の収集・読み込みによる文献研究

とフィールドワークを併用する。既存の村落



 

 

研究に関する理論の整理を行うことで、それ

ぞれの有効性と限界や課題などを明確にす

る。有賀喜左衛門、中野卓らの家・ムラ論か

ら徳野貞雄の生活農業論、青木らの個人への

着目、熊谷苑子らのフェミニズム視点、池上、

秋津の近年の主張などを取り上げる。 

それと並行し、都市―農村交流を行ってき

た農山村、農業者・レストランや旅館経営

者・加工業者・マスメディア（雑誌、新聞、

テレビなど）などの一時的なイベント、ネッ

トワーク、組織などを対象とするフィールド

ワークを行う。 

これらを通して、村落研究における新たな

理論・枠組みの提示を行う。都市―農村交流

（農産物の生産加工販売、農家民宿・食堂な

ど）を行っている複数のムラをフィールドに、

ムラの住民、そこに関わる自治体・NPO・コ

ンサルタント等関連諸機関、都市住民も調査

対象に含め、インテンシブな調査を実施する。 

 

４．研究成果 

本研究を通して、多くのムラを見てきた。

メインのフィールドは岡山県高梁市備中町

平川地区であったが、西日本の中山間地およ

び韓国の農村も含め、比較を行った。韓国と

日本の比較からは、相違点よりも共通点の方

が多かった。韓国では、親環境農業（合鴨農

法を含む）を軸に、農協、地方自治体、地域、

地域内の諸集団・組織などとの連携が構築さ

れつつあり、グローバル化への対抗戦略とし

ての１つの処方箋となりえていた。日本でも

同じようなことが進み始めている。 

フィールドワークを通して明らかになっ

たのは、「消費されない農村」が持つ、ある

特徴であった。それぞれのムラは固有の歴史

や文化を持つが、その中で形成されてきた生

活意識（有賀喜左衛門）の影響を受けながら、

ムラの主体性を形成・保有していた。 

現代日本社会において、都市と農村は交流

をぬきには相互に存立しえない状況がある。

そうした中、ムラの側では、都市の欲望を十

分に意識しつつもそれに振り回されるので

はなく、リーダーや田舎のプロデューサー等、

ムラのキーパーソンたちの判断で、交流を生

み出し、続けていた。 

その際の判断の準拠として、生活意識およ

びムラの主体性が存在していた。逆に言えば、

生活意識およびムラの主体性が希薄化して

いるムラにおいては、たいへん容易に「消費

される農村」となっていたのである。 

また、研究当初はあまり意識していなかっ

たことであるが、途中で気づいたこともあっ

た。それは、農村側でどこまで「消費の対象」

とするかを考えながら、交流を通して相互の

「文化変容」を通した成果を積み上げている

という事実であった。その結果、「消費され

ない農村」が可能となっていることを明らか

にした。 

最後に、今後の研究の方向性について述べ

ておく。 

都市―農村交流を通して、外部からムラへ

さまざまなものがもたらされる。「消費され

る農村」の、農村側の捉え返しはどうなって

いるか、見てきた。 

 そこで明らかになったことは、たとえば閉

鎖的、保守的だった農村が、都市との交流に

よって、活性化する、視野が広がる、既存の

ものを違う視点から捉えなおしたり再評価

したり、等であった。ムラ人たちには大きな

成果であると認識、評価されていた。 

 そして、そこではムラの主体性がいかんな

く発揮されており、結果としては失敗でもそ

こから何か教訓を掴み取り、生かしていくと

いう姿勢も徹底していた。 

他者への信頼、協力的態度の蓄積があるム

ラには、見識のある人たちが、たいてい一定



 

 

数存在していて、彼ら／彼女らは、与えられ

た土俵、既存の枠組みにそのまますぐには乗

らない、はまらない、少しズラシて見ること

をする。問題点の抽出と対策を立てる場合で

も同様であった。 

また、問題解決的な思考や志向は、やや息

苦しいと感じる人たちが、一定数存在しても

いる。なぜなら、生活というものは、何か問

題があってそれを解決していく、というただ

それだけではないと思っているから。のんび

り暮らす、楽しく暮らすということに価値を

置き、人々の社会的紐帯を作る・維持する・

強める中で、ムラの個性や農村・地域文化の

構築もはかっていくことをめざす。そうした

ムラでのそこそこに充実した生活が大きな

魅力を放っていた。 

しかし、このまま同じ事を繰り返すだけで

は、展望はない、やはり、若い人が入ってこ

ないと、地域の再生産は不可能、という意見

が出始めている。「今おる者で楽しく暮らし

ていく。それは分かる。でも、やっぱり、若

者に期待し続けたい。人口増というのは無理

でも、ちょぼちょぼでも若い人が入ってくる、

戻ってくること。夫婦と子ども、そういう家

族が少しはおらんと元気が出ん」と言うのだ。 

では、都市－農村交流の次の手は何か。 

ムラの中の個人個人は、それぞれに異なる

思いを持っている。ただ、それらは色々な場

で、ムラの意思のようなものに作り変えられ

ていく。個人の思いが抑圧されるとか、無視

されるというような単純なことではなく、何

となくこういうことかなという方向での合

意である。そこに住み続けながら何かを選ん

でいくということは、個人の意見を超えて

人々の合意形成をはかるということだ。そう

してムラや地域で、物事が決まり、動いてい

く。 

それぞれのムラの状況に応じて、まあ、そ

んな感じ、そんなもんでえかろう、と思える

あたりで合意を作るという、絶妙のバランス

でムラは合意形成をはかりながら、農村外部

からの臨時の助っ人や単なる労働力、准構成

員、移住者や二地域居住者など、さまざまな

人々とつながっていくことを模索していく

のだと思う。 
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